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【目  的】  
心不全 (HF)は左室駆出率 (LVEF)に基づいて、 LVEF が 40%未満に低下した心不
全 (HF with reduced EF; HFrEF)、 LVEF が 50%以上に保たれた心不全 (HF with 
preserved EF; HFpEF)と LVEF が 40％から 50％未満の軽度低下した心不全（ HF 
with mid-range EF; HFmrEF）に分類される。しかし、 HFmrEF 患者の臨床的
特徴は未だ定まっていない。近年、 HFmrEF 患者の一部は時間経過とともに
LVEF が変化し、 HFrEF あるいは HFpEF に移行することが報告されている。し
かし、LVEF の変化する割合やその予後の違い、予測についてはまだ議論のあ
るところである。本研究では， HFmrEF 患者を対象に，退院 1 年後の LVEF の
変化とその予後について前向きに検討した。                                     
【対象および方法】  
東京女子医科大学病院循環器内科に入院した心不全患者を対象に、単施設前
向き観察研究を実施した。 2015 年 9 月から 2019 年 5 月までの間に生存退院
し、かつ 1 年後の追跡調査時に心エコー検査を受けた HFmrEF 患者 202 例を
対象とした。入院時・退院時患者背景、心エコー検査結果、全死亡を解析し
た。                                   
【結  果】  
1 年後 LVEF を評価し得た対象患者 202 例のうち、 87 例（ 43％）が改善群、




区間 1.13-43.48）。 LVEF 悪化に対する多変量解析を行ったところ、 LVEF（補
正オッズ比 2.13/1%減少）と三尖弁輪収縮期移動距離（ tricuspid annular 
plane systolic excursion： TAPSE）（補正オッズ比 1.31/1mm 減少）が LVEF
悪化の独立した予測因子であった。                                    
【考  察】  
悪化群に移行する HFmrEF 患者の割合は欧米の報告（ 24～ 37%）と少なかった。
日本人 HF 患者では非虚血性 HF の割合が欧米の HF 患者より高く、患者背景
の違いによると考えられた。また、 HFrEF 患者において右室機能の指標であ
る TAPSE が LVEF 悪化と関連することが報告されており、 LVEF が軽度低下し
た HFmrEF 患者においても TAPSE が有用な指標となることが考えられた。  
【結  論】  
HFmrEF 患者において、退院後の LVEF 悪化は予後悪化と関連していることが
示された。また退院前の LVEF 低値と TAPSE 低値が有意な予測因子となった。                                     
